奥村敏教授 追悼文・略歴・主な業績 by 海老沢 善一
奥村さんの早すぎる死を悼む
病が進んでいることは誰の目にも明らかだったが,あ まりにも死
は早すぎた。 ボクシングで鍛えた強靭な身体を持ち,闘 病中も 「命
に関わるものではないか ら」 と,常々奥村 さんは言っていたではな
いか。 まだまだ したいことも,なすべきことも,山 ほどあったろう





ル ト批判によって私のデカル ト観を一新させて くれた。 デカル ト自




も遺憾なく発揮 されたものだ。 しか し,今 となってみれば,こ の書





奥村哲学は身体の哲学である。 そして,そ れが とる立場は,懐疑
的,相 対主義的な功利論である。彼の造語を借 りれば,合 理ならぬ
「合利」がその哲学の根底にある。





ギお お が 　 ノお　 が が な ちまつミキノ ヤナ ノへお ヘ モお へにタ タ ぞ
懇 なるものは1生 の利益、ぶ讃 おれわれがそうと ・定めた、もの1
嚢 にすぎなし㌔ そうであれば そこに知1こついての ・自己鵬 、ある1
熱 ・は ・生の計略、の影が見え隠れする.し かし,それこそはわれわ 〉:
1れ が生きるために必要なものであり・かえってその自己鵬 に無自1
箋 覚 に 生 き る の で あ れ ば,悪 し き 絶 対 主 義 を 生 む こ と に な ろ う。 そ う,獲
;::.≫
r°°彼 は 主 張 す る。;ig:ti
護 「生の利益」を図るものは感覚であるが,そ のなかで奥村さんが 難w?
z::":2こだわ ったのは 〈不調の感覚〉で あった。 それはその痛切 さ,否 応 蒙
蓬 醸
1嬢 駿 て 私の蝋 抽 に密着して私の身体を支配する1
霧 「現実について真 に知 ろうとすることが あ くまで もわれわれに>N')
1櫨 1『騰 ζ1鴨論 徽1蓉醗 篇l
lと1纏瓢 卿 難 鉾灘 きて現実に遜
ての豊かな哲学を書 き始めるはずだったのに。 あまりにも口惜 しい33ニ:.¥,
こと鵡1
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奥村敏教授 遺影
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